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戦後生活様式の変化と
貧 困問題 につ いての一考察
谷 口 博
要 旨
貧困 の諸相か ら生活様式 の変化 を伺 うことができる。生活様式 の変化 のなか
か ら,貧 困原因 を垣間み ることで きる。大家族社会 が崩壊 し,核 家族,経 済大
国,低 経済成長社会,高 度情報化社会へ と目ま ぐる しく生活様式が変化す るな
かで,私 達 は家族,家 庭 を単位 と して生活す る。社会的営 みの基礎単位 が家族
で あ り,家 庭で ある。家族 を構成す る私達個 々の人間 は血縁関係 の上 に生命 を
維持 し,生 活 を営 むために,「生産」「労働」「消費」 を生活的 営 み とす る。 こ
の 「生産」 「労働」「消費」 の生活要素 の一っ で も欠 けた状態 において,生 活家
庭 は崩壊す る。家庭崩壊 は人間 的絆 を継 ち切 り,生 命 さえ軽視す る。 その根源
に貧困 がある。 か って,貧 困 は犯罪 の要 因であ った。
キーワー ド 資本主義社会 ・生活様式 ・貧 困
は じめに
戦後社会は,占 領期(1945～1951),独 立講和期(1952～1957),高 度経済成
長前期(1958～1964),高 度経済成長後期(1965～1973),低 経済成長期(1974
～1984),戦 後政治総決算(1985～)と 展開する。
第二次世界大戦後(1945年8月 敗戦)の 国民生活は,食 糧不足,住 宅不足,
物資不足等が深刻化 し,特 に食糧面では,国 民総飢餓状態 となった。敗戦を原
因とする貧困状態か ら戦災者,引 揚者,失 業者,母 子,孤 児,障 害者,復 員軍
人,浮 浪児等々,生 活苦は国民全域に渡 り,深 刻化する一方であった。特に救




戦後の日本の経済的,社 会的混乱からG且Q(連 合総司令部)は 日本の戦前
の厚生事業を解体 し,戦 後改革 としては公的扶助,児 童保護,障 害者救済を柱
とした社会福祉施策を制定,貧 困問題は戦後の社会福祉発達史そのものであっ
た。即ち,戦 後 日本社会の基礎形成期を引き継ぎ,高 度経済成長期に入ると経
済の急速な発展 と共に生活様式を変化させ,新 たな貧困問題を提供するに至る。
第1章 戦 後社 会 の展 開 と貧 困 問題対 策
戦争で最大の被害者は児童,特 に戦災児童,戦 災孤児,貧 困児童,病 弱児童
であり,貧 困のため学校にも通 うことのできない児童(長 期欠席児童),飢 え
から非行や犯罪をおかす児童,混 血児童,児 童の人身売買等が多発 し,社 会問
題化 した。
GHQは,戦 後社会の貧困問題に対 して,日 本政府の社会福祉行政改革とし
て,1946年2月 「社会救済に関する覚書(SCAPIN第775号)」,① 無差別平等










児童福祉関連法 としては,1947年(S22)児 童福祉法,1960年(S35)精 神
薄弱者福祉法,1961年(S36)児 童扶養手当,1964年(S39)母 子及び寡婦福
祉法,1965年(S40)母 子保健法,1971年(S46)児 童手当法が成立 している。
1949年(S24)に 「身体障害者福祉法」が成立 し,1947年(S22)に 移行 さ
れた 「日本国憲法」第25条 の規定にさえられ,社 会福祉の主要理念が体現され
た。1950年(S25)「 新生活保護法」制定,1951年(S26)に は社会福祉行政
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の近代化,こ とに民間社会福祉事業 と公的事業 との分離をうたう 「社会福祉事
業法」が成立 している。
1950年代後半(独 立講和期)に は,法 改正や内容の形骸化などで,保 護の引
き締めや救済の転化がはかられ,せ っかくの近代化 も後退気味だった。1955年
から1975年 頃までの高度経済成長期 は家族規模が5人 から3人 に縮小 し,エ ン
ゲル係数が30パ ーセ ントまで減少するという生活様式の激変の時期であった。
そ して従来の家族扶養意識や地域の連帯 も大 きく変化 した。
社会福祉分野においては,社 会福祉はすべての人の生活の基礎的条件 として
位置づけられるようになった。 この時期高度経済成長期はバブル経済期と社会
福祉改革期にあったが,1973年 の福祉元年社会保障案が,そ の後直ちに取 り下
げられ,福 祉後退路線に切り替え られていったのである。
1980年 代に入ると低経済成長期と福祉見直 しの時期にあって,い よいよ確実
に社会福祉の再編成期にはいる。高齢化の進展や家族形態の変化は,減 速 した
経済発展に脅かされなが ら,行 き先不明の社会福祉の方向捜 しに揺さぶりをか
けている。
戦後の社会福祉の展開は,福 祉施設中心の 「社会福祉施策」であった。現物
給付,金 銭給付の 「給付主義貧困対策」を見直 し,新 しい福祉サービス体系を
確立 し,提 供することを目的とした 「社会福祉」の展開が期待される。
少子 ・高齢化社会における今後の社会福祉課題は,権 力機構が中央集権から
地方分離へと 「地方」へと移行 したことによって福祉施設 と地域住展とが一体
となり,高 齢化社会に対応することになった。戦後社会の展開が社会福祉分野
に限定するならば,戦 後(終 戦直後)は 経済復興,国 家再建の合言葉のもとに
貧困者(福 祉対象者)を 限定 し,個 別化 してきたのに対 し,貧 困の所在 と範囲
を普遍化 し,対 象者を限定せず,か かる対象者の問題解決に対 しては,貧 困者
(当事者又はその家族による)に 対 しては申請主義を採用 し,公 的扶助,生 活
保護制度の適応により,憲 法25条 が保障する 「健康で文化的な最低限度の生活
を営む権利」に対応するのである。
敗戦によって我が国に課せ られた緊急課題は,飢 餓,餓 死か らの貧困の脱出




775号)」 を発布 し,社 会福祉行政改革に示唆を与えた。 しかし,占 領期の日本
は独自の判断と責任において経済復興の国家再建を目指す ことが許されず,
「占領下」 という束縛からまぬがれることができなか った。
高度経済成長期にはいるとバブル経済大国を形成 し,生 活様式 としては核家
族化,物 質的豊かさと飽食の時代を推進 した。終身雇用制,学 歴主義を採用し,
一方において欠損家族(両 親の離婚),児 童虐待,犯 罪少年 の低年齢化 ・凶悪
化等をまねき,人 格のない社会的 リアリティ(経 済,学 歴,威 信,名 誉,社 会
的地位)と の比較のもとで,人 格形成が機能 しない生活様式のなかで暮 らして
いる。高度経済成長期において人間は自己実現するたあの社会環境が 「人格」
ではな く,自 己の所属する家族,集 団の社会問題であったりして,自 己と比較
する客体である社会的環境が 「経済」「学歴」等の社会的 リア リティであ り,
人格形成が機能 しない社会環境のなかで生活 しなければならない状況をまねき,
一方において自己(人 間)疎 外,隣 人に対する無関心等の社会問題を発生させ,
飽食の時代 と飢餓,餓 死 という現代社会では予測することができない 「貧困問
題」をかかえるに至っている。
低経済成長期に入 ると,終 身雇用の神話は崩れ,失 業,リ ス トラの合理化が
推進 されることとなった。かって個別化され,限 定されていた 「貧困問題」の
対象領域が一般化 され,大 衆化されてきているところに現代的特色がある。
第2章 資 本主 義社 会 にお け る貧 困 の諸相
(a)性 差と貧困
資本主義社会(産 業社会)は 男性的特質 と女性的特質の対立関係のなかにあっ
て,男 女,性 差による社会的役割 と分業という個人の倫理に様々な倫理基準を
生 じさせながら,女 性的特質を一段 と低 く位置づけている。男性的特質,女 性
的特質 とは男性的価値,女 性的価値に置き換えてもよい。歴史社会のなかで継
承 されてきた 「男尊女卑社会」は,近 代資本主義社会において労働力の担い手
たる男性的価値を優位にし,女 性的価値を非生産力として劣悪にした1)。
現代社会は,人 間と人間の相互関係において,道 徳や秩序を築いて社会生活
するものとして,法 律(最 高法規,根 本法としての憲法)を 誕生させ,「 男女
138
平等主義」を貫 く。 しかし,そ の背景(男 尊女卑社会)に は,男 性対女性 とい
う価値対立があった。男性的価値が女性的価値を支配 してきたのである。女性
は生 まれっき女性(性 差)た るを理由として,男 性に対 して服従を強いたげら
れてきた。
封建社会の残存物 として,男 尊女卑社会は現代社会に至 るまで継続されてき
た。性差 という点 において,女 性差別 は身分差別,部 落差別,障 害者差別 と性
格を異 にする。現代社会 においてなおも存在する男女間の就職差別,賃 金格差
等々,「性差」の実態を認めることにより,女 性が固有す る人格価値を男性 と
同一 レベルの人格価値 として尊厳すべきであるという反省点に立っことになる。
すなわち,女 性は社会的弱者であり,貧 困対策の対象 となるのである。利潤追
求型社会,私 有財産性社会の資本主義社会形態 は,自 由競争によって利潤の追
求と拡大を目指す。
現代社会が女性の基本的人権を男性中心主義社会 において 「性差」=女 性差




重(憲 法25条)を 基本理念として,「男女平等主義」を法の下の平等 に保障す
る。「男女平等主義」 は男性的価値 と女性的価値 との価値対立のなかにある
「性差」の実態を直視 し,男 性(人 間)対 女性(人 間)の 社会的役割 と個人の
倫理的基準を法律関係にまで高め,権 利思想として 「男女平等主義」を確立 し
ていくことに他ならない。
性差から生 じる就職差別,低 賃金は,絶 対的貧困に陥 らせるものではない。
衣食住のぎりぎりの段階で生活苦を強いられて状況が女性に集中 している訳で








象徴される永山則夫(死 刑囚)事 件(1968年10月)=『 貧乏だから無知に』=2),
この状況にあっては,貧 困とは自らの能力で自分及び自分の家族の生活を支え
られない 「衣食住」の生活に事欠 く理由が背景にある。1987年 の札幌市白石区
のA子 さん餓死事件=生 活が極貧の状態にある状態,生 活必需品の欠乏 とそれ
が もたらす肉体的,精 神的荒廃を含む生活状態3)。世帯主の傷病,世 帯員 の傷
病,働 きによる収入減,稼 働以外の収入減少 ・喪失 ・働いていた者の死亡,離
別等の手持ち現金の減少 ・喪失等,「多子低収入型」から 「傷病無収入型」 へ
と貧困原因が変化 している。
貧困の概念が,(a)貧 しく生活が苦 しいこと,(b)貧 困とは困窮 している状態,
絶対的水準論(個 別具体的)と 相対的水準論に大別することができる4)。(c)貧
困は,一 般的に基本ニーズの不足,貧 困とは,自 らの能力で自分及び自分の家
族の生活を支え られない 「依存」状態にある人に対 し,多 少とも生活に余裕の
ある人が援助を与えることを意味する。っまり 「与える側」 と 「与えられる側」
の両者の存在があって成立する概念である。
富の分配の不平等構造をもっている社会では,一 般的に社会に受け入れられ
ている水準以下で生活 している人々が多 く存在 しており,こ れ らの人々は相対
的貧困のなかで生きている。貧困の概念が社会の経済的,歴 史的状況によって
異なる。敗戦か らの絶対的貧困か ら解放された時,相 対的貧困へ突入 したので
ある。20世 紀の社会の経済的,歴 史的状況は相対的貧困のなかで家族崩壊,低
経済成長下で不況→ リス トラ→失業→自殺者→路上生活者を生みだ した。
第3章 生活 と貧 困
敗戦後の日本社会は 「多子低収入型」社会であり,貧 困,非 行,犯 罪 という
貧困直結型犯罪社会が横暴 した。大家族 ・多子と総飢餓状態が直結 していた。
金の卵といわれ,中 学卒業生が集団就職 した背景には,貧 困や生活苦の実態が
あった。
高度経済成長期に入ると,"消 費は美徳"と の名のもとに消費と物質に しが




低経済成長期に入 ると不況による 「失業 ・リス トラ型」貧困の時代に突入す
る。路上生活者(ホ ームレス)の 増加,中 高年の失業,自 殺者の増加という社
会問題を呈するに至る。大企業の合併,合 理化 と富の分配の不平等な社会構造
が,貧 困層(貧 困の範囲)を 拡大 した。社会的に貧困層を拡大(貧 困層のすそ
のを拡大)す るなかで,個 人の生活苦を強いるところに新たな課題がある。
お わ るにあ た って
現在筆者は花園大学大学院社会福祉学研究科修士論文で,「 戦後生活保護 の
動向と現代的課題」 に取 り組む。資料収集の段階で筆者が注目したのは 「飽食
の時代と餓死」というショッキングな事件であった。一億二千万人総中流意識
なのかで何の疑間もな く生活 してきた筆者にとって,そ れは想像の及ぼない事
件であった。
確かにボーダライ ンの貧困層 はな くなった。 しかし,"ボ ーダライ ン"の 貧
困層が果たしてな くなったのか,現 代社会において疑問符を投げかけなければ
ならない。そ して我々は,貧 困に対 して無関心であってはならない。
貧困は形を変え,性 質を変え,社 会に君臨する。貧困層は多様化する生活様
式のなかで存在するのである。福祉の出発点 は貧困から始まる。福祉の原点を
見極あたいという願望か ら着手 した 「貧困問題」であったが,身 近に貧困状況
に追いこまれて生活する人々が存在することを知 った。
筆者は生活保護の立場か ら貧困問題を考察するが,貧 困は決して恥ではない。
だが,現 実は 「貧困」に伴うステイグマや恥の文化が 「貧困層」を苦 しめてい




えた福祉展開を要求する。少子 ・高齢化社会,不 況,失 業,公 的介護保険導入
に伴 う低所得者負担増等,目 まぐるしく変わる社会状況や生活様式と関って生
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活 しな け れ ば な らな い私 達 に と って,生 活 様 式 の 多 様 化 と貧 困 問題 の所 在 を確
認 す る こ とは,市 民(国 民)と して の責 任 を 果 た す こ とに っ な が る と考 え る。
戦 後 貧 困 対 策 と して の生 活 保 護 はGHQ三 原 則 の も とに展 開 さ れ て きた が,
1950年 勧 告(戦 後 福 祉 改 革),1962年 勧 告,1980年 代 に 入 る と 「高 齢 化 社 会
『危 機 』」 論 へ の 対 応 策 と して 財 政 的 な 側 面 か ら,社 会 保 障(生 活 保護 に関わ る)
制 度 改 革 が 行 な わ れ,今 後 さ らに"福 祉 の切 り捨 て"に っ な が る 厂社 会 保 障 構
造 改 策」 が 想 定 され て い る。
貧 困 対 策 と して の 生 活 保護 が21世 紀 に 向 か って"福 祉 切 り捨 て"路 線 を走 っ
て い る とい う こ とか ら,貧 困 は個 人 の責 任 に転 換 しよ う とす る姿 勢 が伺 え る。
生 活様 式 が リス トラ,失 業,高 齢 化 社 会,公 的介 護 保 険 の導 入 と これ まで に な
い転 換 しよ う とす る矢 先,貧 困 問題 は避 け て通 る ことが で き な い深 刻 な課 題 と
な って い る。21世 紀(2001年)へ の最 大 の課 題 と して 「貧 困 」 問 題 を残 して し
ま った責 任 の所 在 が 問 わ れ る と ころ で あ る。
注
1)仏 教大学通信教育部 『法学概論』課題 「法 にお ける男女平等 について」 を参 照。
資本主義社会 と男女の特質を男性的価値,女 性時価値 に置 き換え,就 職 差別,低 賃
金の実態 と 「男女平等主義」を法的解釈す る。 レポー トを修正加筆,本 稿 で は男性
的価値 と女性的価値の対立についてのみ論考。
2)「 死刑 と向 き合 う波乱 の人生 」「貧乏だか ら無知 に」,京 都新聞('97年8月2日)
は報 じる。貧困,集 団就職,低 年齢(15歳)労 働者輩 出の背景,経 済復 興 の陰 に,
進学で きなか った 「貧困少年」,永 山則夫死刑 囚の犯罪 は死 刑撤廃 や様 々な深刻 な
問題を投 げかけ る。永 山死刑 囚の犯罪 は一人,本 人 のみの責任か?
3)飽 食の時代 に餓死,シ ョッキ ングな事件が札幌市 白石 区で起 こった。 それ は筆 者
に とって もショックな事件 であ った。A子 さんが死 の直前 に書 いた(友 人 が まとめ
た)「遺言」 を是非読 んでほ しい。 その後,貧 困者 の 自殺 が続 いた。 事 件が 起 き る
以前 の1981年(事 件 は1987年1月23日),123号 通知 によって生活保護 が しめっ け ら
れた。貧困家庭 の生活保護 しめっ けによる抗議 は,1987年 相次いだ。
4)貧 困の測定 はMarketBasket方 式 とEngel方 式があ る。(英)シ ーボ ム ・ロ ウ
ン トリーは 「肉体的能率」 による貧困調査,肉 体を維持す るカ ロ リー によ って貧 困
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線 を算 出。 ピー ター ・タウ ンゼ ン トを 中 心 と して 相 対 的 貧 困(デ ィ プ リベ ー
シ ョン)概 念を用い る。
参考文献
1)小 沼正著 『貧困』 一その測定 と生活保護 一,東 京大学出版会1974
2)尾 藤廣喜 ・木下秀雄 ・中川健太朗編 著 『誰 も書 かなか った生 活 保護 法』,法 律 文
化社1992
3)福 祉士養成講座 編集委員会編 『法学』,中 央法規1992
4)排 稿 「少年 期の犯罪 と自己喪失社会 についての一考察 」,仏 大社会 学23号93～
101,1998
附記
筆者 は京都市(文 化市民 局人権文化推 進部)募 集 の 「私のすいせんする一冊」尾藤 ・
木下 ・中川編 著 『誰 も書 かなか った生 活保護 法』 で京都市 長佳作 表状受 賞す る こと
がで きま した(1999年12月)。 日頃の御指導 感謝 します。
(たに ぐちひろ し 花 園大学大学 院社 会福 祉学 研究科修 士課程)
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